人 工 呼 吸 器
仕 様 書 ②
1.【人工呼吸器Servo i 仕様】

1-1．新生児から成人の患者に使用可能な換気モード機能を有すること。

1-2．調節呼吸は、ボリュームコントロール、プレッシャーコントロール、PRVCの換気モードを有する

こと。
1-3．補助呼吸は、プレッシャーサポート/CPAP、SIMV (従量式)＋プレッシャーサポート、SIMV (従圧
式)＋プレッシャーサポート、SIMV（PRVC）＋プレッシャーサポート、ボリュームサポートを有す
ること。

1-4．プレッシャーサポート/CPAP中に、無呼吸になった場合はプレッシャーコントロールに移行する
バックアップ換気を有すること。
1-5．マスク換気（オプション）機能を有すること。
1-6．専用のカテーテルを使用して横隔膜の活動電位であるEdi信号を計測し、これに比例もしくは同
期した補助換気を行うNAVAモード（オプション）を有すること。
1-7．マスク換気においてNIV用NAVAモード（オプション）を有すること。
1-8．本体吸気、呼気回路側にフローセンサ、圧センサを備えていること。

1-9．本体吸気回路に酸素セルの替わりに超音波式酸素センサ（オプション）を取り付けること。

1-10．分時換気量の設定範囲は、0.3～60Lを満たすこと。

1-11．一回換気量の設定範囲は、5～4000mLを満たすこと。

1-12．呼吸回数の設定範囲は、4～150回／分を満たすこと。

1-13．吸気圧の設定範囲は、0～120cmＨ２Oを満たすこと。

1-14．PEEPの設定範囲は、0～50cmＨ２Oを満たすこと。

1-15．トリガ検出に関しては圧方式およびフロー方式の機能を有すること。
1-16．SIMV回数の設定範囲は、1～60回／分を満たすこと。

1-17．100％の酸素投与を１回のキー操作で1分間行わせる機能を有すること。

1-18．補助呼吸時のサイクルOFFがピークフロー１～70％の範囲で設定できること。　　　　　　

1-19．吸気立上り時間は呼吸サイクル時間の0～20%で設定できること。

1-20．吸気休止時間は呼吸サイクル時間の0～30%で設定できること。

1-21．呼気分時換気量、吸気一回換気量、呼気一回換気量、呼吸回数、酸素濃度、最高気道内圧、平均
気道内圧、プラトー圧、PEEP、I:E比、Ti/Ttot、呼気終末フロー、空気と酸素供給ガス圧の実
測値をデジタル値にてモニタリングする機能を有すること。　また患者回路チューブのコンプラ
イアンス補正を実施している場合はそれを示すマークがでること。

1-22．呼気分時換気量の表示範囲は、0～60Lを満たすこと。

1-23．呼気一回換気量の表示範囲は、0～4000mLを満たすこと。

1-24．最高気道内圧の表示範囲は、－40～160cmＨ２Oを満たすこと。

1-25．波形や数値を視認できるモニタ部分は１2型の液晶ディスプレイを有すること。

1-26. エラスタンス、静的コンプライアンス、動的コンプライアンス、呼気抵抗、吸気抵抗、WOBv、
WOBp、SBI、P0.1、Tc、PEEPtot、を表示する機能を有すること。

1-27．圧―時間、フロー―時間、換気量―時間の波形と圧―換気量、フロー―換気量のループ曲線を表
示する機能を有していること。ループ曲線はリファレンス機能と2呼吸前までのループの重複表
示が出来ること。

1-28．24時間のトレンド数値及びトレンドグラフとイベントログが１つの画面で同時に見えること。
またイベントログは時系列でも表示できること。
1-29．圧―時間、フロー―時間、換気量―時間の20秒間の波形を保存し、あとから表示できる機能を
有すること。

1-30．アラームを日本語にて表示する機能を有すること。

1-31．アラームの発生内容を記憶し、その呼び出しを行うアラーム履歴機能を有すること。

1-32．分時換気量上下限、気道内圧上限、無呼吸、酸素濃度上下限、呼吸回数上下限、PEEP上下限、
ガス供給圧低下、電源供給遮断、バッテリ切替り、器械内部のハードウェア異常を警告するアラ
ーム機能を有すること。

1-33．事前にアラーム音を消音する機能を有すること。

1-34．酸素濃度上下限のアラーム値は自動で設定する機能を有すること。 

1-35．アラーム履歴、メンテナンス履歴を記憶し、表示できること。

1-36．バッテリにて60分以上のバッテリ動作を行う機能を有すること。

1-37．呼吸器本体の動作を中断させることなくバッテリ交換が行えること。

1-38．RS232C信号の出力ポートを搭載していること。

1-39．本外、外部回路を含めリークチェック、各機能校正が約3分にて半自動的にできること。

1-40．開放吸引時に、アラーム機能と換気を一時的に中断するサクションサポート機能を有すること。
また吸引の前後に投与する酸素濃度は変更できること。また１分毎に１分経過したことを知らせ
るアラームが随時鳴ること。

1-41．患者データをPCカードに保存し、外部コンピュータにデータ移動できる機能を有すること。
1-42．主電源立ち上げ時の初期設定値をユーザーで任意に設定できる機能を有すること。

1-43．ワンタッチで直ぐ前に行っていた換気モードおよびその設定値に戻れる機能を有すること。
1-44．Yピース部分にフローセンサを付けて口元にて換気量、フローの計測ができるYセンサ機能（オプション）
を有すること。

1-45．フィリップスモニターにビューリンクで実測値等の表示をさせること。接続ケーブルを準備する
こと。NAVAモードに関しても表示させること。
1-46．加温加湿器のディスポタイプの加温加湿チャンバを使用できること。

1-47．加温加湿器専用の取付金具により架台に搭載できること。

1-48．移動可能な専用架台を有すること。

1-49．患者回路チューブ固定のための支持アームを有すること。

1-50．ガス配管設備から人工呼吸器本体までの空気および酸素用耐圧チューブを有すること。

